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私 に とっての30年 のデザイ ン史

南 原 七 郎

執筆 に際 して1962年 の 「デザ イン理論」第1号 に書 かれ た私の敬 愛す る初代

会長井島勉先生の論文 ミ現代 デザ インの地盤.を 初心 に帰 る精神の立脚点 と し

て読 み返 した。「… デザ イ ンが生 活用具 に即 して見 出され る とい う理 由 よ りも

先に,デ ザ インを求める現代 の美意識の本質 によるのである。… よ り根源的 な

る事態 として,現 代の生 と美意識 の内面的 な結びつ きを想 わざるを得 ないので

あ る。」

学会創立 は1959年11月7日 であるが,デ ザ イン理論第1号 の刊行 され た年 か

ら1988年 の 現在 までデザ インの社会 の根匠 をなす社会体系 が大 きく変化 したこ

とを認 めざるを得 な くな って きた。 それ は とりもなお さず現代 の ミ生.と それ

によって生 じた ミ美意識。の変化 で もあろ う。

1号 の刊行年 の時代め状態 をフ ィルムを巻 きもど して見たい と思 う。 国外 的

には,キ ューバ ー危期,ホ ットライ ン,原 子力潜水艦84日 世界一周,通 信衛 生

テルス ター,通 信用 静止衛生の実現,国 内的には岩戸景気 の中 にあ り,JETRO

の 発足,貿 易 自由化率88%に,ス ーパーマーケ ッ トの発達,流 通革 命論,問 屋

無用論の発 生,ム ウムウ,ッ イス ト,ボ サ ノバ,消 費者 は王様 とい う言葉が流

行,マ リリンモ ンローの死亡が話題にな り,植 木等が ミ無責任男.の 時代 をつ'

く り,17才 の吉永小 百合が ビ ッグな青春 ス ターに脱皮,中 尾 ミエ(17才),伊
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東 ゆか り(16才),園 ま り(19才)が 新 三人娘 と して売 り出 し,建 築 界で は

ヴァナキュラー派が生れ,シ ドニ ー ・オペ ラハ ウスが 出来,日 本では東洋一の

若戸大橋(2068m),日 本 最長の北陸 トンネル(12,869m)が 完 成,住 宅用 ア

ル ミサ ッシ発売,宅 地開発 の遠隔化,通 勤地獄 の発生,巡 航見本市船 「さ くら

丸」進水,佐 世保重工 で世界最大のマ ンモ ス タンカー 「日章丸」(13万 トン)

が 進水,戦 後 日本初 の国産飛行機YS11(日 本航 空機 製作)が 初飛行 に成功,

国 産初の大型電子計算機開発,第1回 小菅 ファニチ ャーデザイ ンコンペ,T.V

の 普 及率48.5%に,G.Kで は電動 オルガ ンT型(日 本楽器),又 量産住宅研究

としてコアーと呼ばれるスキーロ ッジ(小 松化成)を 製作,グ ラフィ ック界 で

は 「コ ンセ ブチ ュアル ・アー ト」 がH.フ リン トに よって 主張 ざれ,オ リン

ピック東京大 会公式 ポス ター第2号 が発 表,d.亀 倉 雄策,フ ォ トデ レク ター

村越襄,フ ォ ト早崎 治で我 国始めてのグラ ビア多色刷であ り,日 宣美 「私 の提

案」 ミ私 たちは新 しい国旗 をこのよ うに考 えたい。(有 本功+永 井一正+白 井正

治)に 対 し太政官令 です でに決 まっている との政府の反論登場,こ の頃シルク

スク リーンによる言語 を語 り初めた時代で あった。 ファ ッシ ョン界では ミ高級

プ レタポルテ中心 時代が終 り,イ ージーオーダー対既成製服;4:6と な り,

レナウン ・ル ックが創立 した時代 であ った。

この ようにあげて見る と未 だ頂上 を見 きわめ るどころか,今 までの定 め られ

た道 を息せ き切 って登 ろ うとす る姿 と危険 な破壊の世紀末 に近づ くような姿 と

も見える。

だが この30年 間は頂上 を見 た 日本のデザ イ ン界が前 に横 たわ る大 きな 「生」

に関す る未解 決の問題 を発見 した ように私 には思われ るのであ る。それは私 に

とって は極めて重要 な問題 だ と思 っている。1つ は貧 しい庶民の為 めの幸せ の

向上 を目指 したバ ウハウスの路線上に乗 うていた世界のデザ イン界に,庶 民 の

裕福 さと生活向上に ともな う今 までのデザ イ ンの方向 に批 判が生れ,私 に とっ

て過渡期 において,私 の考 え方が もや もや して いたの はこの問題だったのか と
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ハ ッと目の覚 める思 いをさせ られた点であ り,こ れがポス ト ・モダ ンという新

しい 「美意識」 を生 む苦悩 につなが るのであ る。第2は,LDの 世 界で地球上

に盗れた各 国,各 民族の手でつ くられた工業製品が 「生」 の変化 による 「美意

識」の上で,個 性 を失 った同 じ顔 の国際建築 のようであ っていいの だろ うか。

又 この過剰生産 を制禦 し得 られるのか。等の色 々の問題が グローバ ルな視点 か

ら国際的に も問題が提示 されたこ とである。 あれ丈庶 民のための幸せ のため に

デザ インされた製品が地球上に溢れ出て,時 には害 をも及 ぼそ うと して いるの

で はないか とい う問題であ る。第3は,「 美意識」 の根源 の点 で,日 本人 は,

あ れは ドイ ツ風 だ,イ ギ リス風 だ,フ ラ ンス風だ,イ タ リア風,北 欧風 等 と

言 って他国 の民 族のContitutionを 見 分け るが,日 本民 族の根底 を形 成 して い

るcontitutionの 研 究 を確 立 したであ ろ うか とい う問題 である。.これを学究 的

に確立 しない限 り21世 紀 になれば 日本 は民族の主体制 を持 たないままに諸民族

か らべ っ視 されるであろ うと危惧す るか らであ る。

それに もかか わらず 「東京 をは じめ大都市 に ミ無国籍空 間。 とで もい うよ う

な奇妙 な建 築物 やイ ンテ リア ・スペ ースが急 増 している。 多 くはコマ ーシ ャ

ル ・イ ンテ リア と呼 ばれ る商業施設 で,設 計 は外国人建築 家やデザ イナーが担

当 し,そ の先鋭的で シ ョッキ ングなデザ イ,ンが企業商品のイメージを決定 して

い くような方向性 を持 っている。ここ数年,エ スニ ックとい う言葉がモ ー ドや

音楽の領域 に とどまらず,食 文化 やメデ ィアや都市の問題 の全 ての底流 をなす

現象 とみな され,一 種 の流行語 として もてはや されて きた。エ スニ ックとは

「人種」「民 族」「国民」 とい った意味 を持 ち
,エ スニ ックブームには,さ まざ

まな民族性 を横断 してい くとい う志 向が込め られていたわけだが,こ れからは

こうした言葉 は廃れ,無 国籍性,あ るいはインターカルチ ャー(混 血文化)と

い った言葉がキ ーとなってゆ くのであろう。エ スニ シテ ィー(人 種性)と い う

概 念が新 しい段階 に入 っている と言 い換 えて もいいか も知れ ない。 ミ国 に も,

民族 に も,東 洋 にも,西 洋 に も属 さない新 しい地。 ロン ドンの隣に東京が あ り,
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東京の隣 りにパ リが あ り,パ リの隣 りにアラビアがあ り,ニ ュー ヨークが イン

ド洋 に浮んで いる ような空 間 を浮上 させ よう としてい る。 これは歴 史(モ ダ

ン)の 時代 に対 して地理(ポ ス トモダ ン)の 時代 の文化 と名付 け,大 地の束縛

を離れやわ らかい地球の上 に浮ぶ地,国 境や地理 とい う概念 を喪失 して ゆ くわ

れわれの精神 の新 しい風 景がそ こに鮮 かに暗示 されて いる。」 と評論家伊藤俊

治 はい う。この思想 は 日本人の根 源的なる事態か ら見 るな らどう解決すべ きで

あろ うか。 これに対 して,イ ギ リス人 は 「ブ リテ ィッシュ ・ス タイル170」 展

で 「ユー トピア とライフスタイル。この2つ の もの はイギ リスが現在 まで文化

形成の中心 にす えつづ けて きた基本的な概念です」 と主体 制 をもつ 自己の哲学

を語 っている。 ドイツ連邦共和国の建築家 トーマス ・ポ イカーは,・ルイ ・カー

ンや アルバー ・アー ト,丹 下健三 らと親交 をもつ方だが,彼 は 「都市 は家の よ

うで な くてはな らない。家は都 市の ようでな くて はな らない。」 と自己の民族

として哲 学 を述べ てい る。 又 イタ リアのデザ イナーのア ンジェロ ・コル テー

ズ ィは 「デザ イ ンの技術 的な役割は,モ リス,ド イツ工作連盟,デ ・ステ ィル,

ロ シヤの構成主義,イ タ リアの未来派,バ ウハ ウス,コ ル ビジェを始め とす る

フランス人等 の運動 とい った ように,芸 術運動の中で発展 して きた とい うの は

万人の認める ところです。ただ もう一つデザ インに関する大論争 は,戦 後 イタ

リアと ドイツで行 われて きた とい うこ とを忘れて はな りませ ん。 さらに1968年

以 後 はイ タリアだ けで続 け られ たのです。又 ドイツではULM造 形 大学の 中で

特権的に保持 されてきたのに対 し,イ タリヤで は ドムス を主催 したジオ ・ポ ン

テ ィを始め とす る数 人の優れた人物のおか げで論争 は公開の性格が強 く,デ ザ

イナ ーや,ジ ャーナ リス ト,産 業界が参加 しま した。その証拠 に1956年 に設立

され たA.DJ.(イ タ リア ・イ ンダス トリアルデザ イ ン協会)は 今 も多 くの イン

ダス トリアルデザイナー,.デ ザ イン評論家 によって構成 されている。1954年 に

設立 されたコ ンパ ッソ ドーロ賞 は産業,デ ザ イナ ー,批 評家 と多岐にわた り表

彰 して きました。又,1950年 以 来今 日まで論争の場 として40以 上 の専 門誌があ
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り,そ れが さらに週刊誌 や 日刊誌で も語 られているとい う状況 も忘 れてはな り

ませ ん。一 イタリアは個 人の表現の発掲 が大変盛 んな国で,そ こか ら沢山の詩

論(自 己のデザ インの創造理論か?)が 生れ ました。… これはデザイ ンの歴 史

を幾つかの世代 に分けて考 えようとす るものです。 どの世代に属するかはデザ

イナーの年令 とは関係 な くデザ イナーの成熟期,意 識や表現力が一番高 まった

時期が考慮 されてい ます。一デザ インとい うものは非常 に複雑な もので社会で

行 われ る文化論争か ら多 くの要素 をとらえ,そ れをうま く統合 し,国 境 を越 え

た作品 を作 らなければな らないのですか ら,デ ザ インは職業ではな く,知 的活

動であ り,他 の創作活動 と同 じように批評 を行 う必要があ ります。 そ うして現

在 その時代 社会 を背景 として発生 したデザイナーのグループ を第1世 代,第2

世 代,第3世 代,第4世 代 と分 けてい ます。…デザ インはその役割 を技術 的な

側面 と,モ ラルの側面 に まで広げてい ると考 えな くて はな りませ ん。技術 的な

側面 は幾つ にも考 え られ ますが,3つ のカテゴ リーにまとめて考える と,空 間

のカテ ゴリーがあ ります。 アメリカの土壌 での空 間(車)が 適 合する国 と,し

ない国があ ります。第2の カテ ゴリー は住居 とオフ ィスと都市 を,現 在 は全 く

無秩序 に収 め られているテクノロジー とテ クノロジカル装置の量 に応 じて新 し

く整理 しなおす とい うことです。即 ちCoosの エ ン トロピー論です。第3の カ

テゴ リーは行動 に関す る ものです。今 世紀 になってか ら,人 間に絶 え間な く与

えられて きたサー ビス機器のせいで,人 間はその行動の多 くの部分 を変えて き

ました。住 居,オ フ ィス,都 市 に於け る行動が変化 して きま した。近代19世 紀

の巨匠たちがその時代 の問題 を系統化 するために行 ったの と同 じように,我 々

も現代 のアテネ憲章 を再形成す るために必要 な研究 と分析 を行わなければな り

ませ ん。道 義的モ ラルの側 面 につ いては,私 は既 にMemorandumデ ザ イ ンで

部分的に検 討 しましたが,今 日社会が直面す る大 きな問題に対 してデザ インが

担 うべ き集 団意識 の レベ ルにかかわる ものです。先づあげ られるのは,第1に

自然 との新 しい関わ り方です。今 日では人間は 自然 を破壊 す ることも,保 護 す
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る こと も,改 善す る こと も出来 るの です か ら。第2に は生活 の質 とい う言葉

(試験管ベー ビー等,平 等で ない人間の誕生 を含 む)の 意味 を意識 する という

ことです。第3は 文化 の問題,つ ま り真 の平和の文化 を持 たなければいけない

とい うことです。即 ち差別的文化 とは全 く違 った規律 を見付 けなければな らな

いのです。そんなこ とはデザ イナ ーの仕事で ない とい うことは出来ます 。これ

らの役割 は過去 には哲学,宗 教,政 治が担 って きま した。 しか し今 日では,デ

ザイナーがや らねばな らない と私 は思 うのです。何故 ならばデザイナーは社会

一 生産一 地上で生産 される財産の消費一 この接合点 にい るか らです」又 「日本

について多 くの ことを学 ぶこ とがで きました。 日本 は我 々イタリア人に とって

友であ る と同時に ミ神 秘 な国。で もあ ります 。私 に組織 の効率性 や ヒエ ラル

キー システム(ピ ラミ ッド型 に構 成 され る階級組織),ま た禅の思想か ら くる

師匠に対 する大 きな尊敬の念 といったもの を理解す る ことがで きました。」即

ち 日本国 内にデザ イ ンを批 評検討す る場が ない のか とい う問いかけで ある。

「何年代か ら何 年代 にかけてこの ような社会思想が生れ
,こ の上に立ってこの

ようなデザイ ンが生れ た」 と順 々と,「 生」 と 「美意 識」 の変遷 を自国 のデザ

インにつ いて分析 して述べ たフ ィンラン ドの工 業デザ イナ ーHannuKahonen

ハ ンヌ ・カホネ ンの講演 を聞いたときの感銘 を私 は思 いだす。 この分析 は思想

があ ってデザ イン,芸 術 が発生す るとい う,当 然の理論で あ りなが ら,わ れわ

れは時 として忘失 していた,井 島勉初代会長,二 代 目河本敦美会長の論 を思 い

出 さず におれなか った。われわれ学会人は,永 々 と引用 したイタリアのデザ イ

ナー ・ア ンジェロ ・コルテーズイのい う如 く論争 を重 ねたで あろうか。62年11

月21日NHK教 育T.V.海 外 ドキュメンタリー 「岐路 に立つ現代建築シ リーズ。

日本 ・禅 と建 築」B.B.Cイ ギ リス製作で は,コ ルテー ズ ィ氏 の禅 の ヒエ ラル

キー システムに対 し,別 の禅 の解釈 と して,日 本 人の都市 の秩序 を破 った とイ

ギ リス人が考 える安藤忠雄,高 松伸,葉 祥栄,磯 崎新等 のポス トモ ダンといわ

れ る建築 を容認 して苦情 をいわない施主,周 辺住民 に対 して,日 本人には何 か
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特別なポス トモ ダンの建築 を受 け入れる土壌(国 民性)が あるので はなか ろう

かと考えるている。彼等 イギ リス人は現実的 に 日本人の在 来の生活 を観 る。狭

い長屋の露 地の家の前で は鉢植 の木,朝 顔 をな らべて大 自然 を想い,狭 い土地

に立つ建築 の小 さな天窓か ら少 ししか見えない小 さな青 空 を見て広大 な地球上

を覆 う大空 を想 い,一 葉落 ちて天下の秋 を知 る禅哲学が 日本人の中に内在 し

ているので はないだろ うかと,不 思議な無秩序 の中に甘ん じる 日本 人の根源 的

なる事態 とは何 か を読 もうと苦労 している。

「デザ インはオモチ ャ箱 をひっ くり返 した ような もので はない」 とは1960年

世 界デザ イ ン会議東京 の基調演説でハーバー ト ・バイヤーが述べ た言葉 である

が 日本人 の根 源的 なる事 態,日 本 本のcontitutionと は何 で あるのか。 これ

を追求 した デザ インの学 会は,は た して今 まであ ったであ ろうか。又1988年1

月4日 新聞紙上で福 井謙 一氏 と梅原猛氏の 厂文明の歴 史と未来」の対談の中で

「日本人に創造性が あるのか」 とい う話題があ り福井氏が 「ミネーチ ャー、 な

どの外 国の科学誌 を見る と,日 本 人は自らコピー ・キ ャッ ト・シン ドロームに

陥 っているが必要 な金 も出 さないでいて創造性がないな どと自己批判す るの は

とんで もない話 だ と言 っています よ」 とい う話がでてい る。「芸術 新潮1988年

7月 号」 に 「ここが違 う韓国 と日本」 によれ ば,生 活の衣食住 につ いて も習俗,

作 法,環 境観 につ いて も両民族 は大 きく異 ってい るの を見る。 これ は韓 国のみ

で な く中国の北方漢民族,江 南(呉 蜀越),少 数民族,又 イギ リス,フ ランス,

イ タ リア,ス ペ イ ン,北 欧世界各民族 共各 自の体質(contitution)を もち,そ

のベース の上 に立 って近代 デザ イ ン を模 索 して い るので あ り,他 国 のcon-

tituuionは 判 っていて も,自 国 日本のcontitutionが 理 解で きないよ うで は,こ

れか ら21世 紀へ のデザ イ ンは出来ないのではないか と考 えた りする。 この 日本

のcontitutionと は 日本 の ミ過去 の様 式,を 決 して指す もので はない。様式 を

つ くり出す前の民族 の美 の好悪の基盤 を形成す る体質,根 源的なる事態 を指 す

ものであ る。 これが端 的に表われ るの は,中 央 アジアで発達 した と思われ る日
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乾 レンガ積建築工法が シルクロー ドを経 て漢民族の磚積工法に,イ ン ドに行 き

焼成煉瓦造,石 積工法 に,同 様の ものがエ ジプ トよ り,ヨ ーロ ッパに波及 し高

い巨大 な建築 とな り,現 在見 るような高層鉄筋 ・鉄骨建築 にな った。一方 日本

で は木材で 家をつ くり火 事,腐 朽,を 繰 り返 しなが ら高い 巨大 な永 久的 なモ

ニュメ ン トとなる建築 を創造す るこ とは考 えの外 にあ った。そんな体 質を もつ

日本 の建築家 は高層建築 となるとその体 質外 のデザ イ ンのため どうして よいの

か判 らな くな り外 国誌 を見 るようになる。即 ち真似で あ りコピーである。 もし

日本人が 日本のcontitutionは これ だ と解 決 したな ら,あ らゆるデザ インに も

自信 を もって創造 で きるで あろう し,日 本 の哲学の上 に立つ主体制 をもったデ

ザイ ンが初めてつ くられるであろう。衣服 に して も,イ ンテ リアに して も同 じ

である。神戸の県近代美術館の増田洋氏 は2,3年 前 イン ドで美術 又は美術館

の国際会議 に出座 した際,特 にイン ド側 か らcontitutionの 点 につ いて多 く述

べ ていた。Contitutionと い う言葉 は国際的 に市民権 を得 てい るので はないか

と私 に話 していた。今 やこれを基盤 にしな くてはデザ インの国際性,特 に建築,

イ ンダス トリアルデザ イ ンは語れ な くなる事態 に遭遇す るにちがいない。産デ

振発行 のDesignNews1986特 集RoleofDesignII(デ ザ イ ンの役割H)一 デザ

イ ンと国際化一の 中で,ア メ リカの アーサーJプ ー ロスは ミグローバル ・バナ

キュラー.の 中で 「製 品は どこの国で生産 されようと,世 界の どこの人間 も共

通に持 ってい る要 求に応 じられ るような ものになって いる」 と し,フ ラ ンスの

エ リア ンヌ ・ド ・ヴ ァン ドゥーブルは,ミ グローバ リゼ イシ ョンとデザ イ ン ・

プロモーシ ョン,の 中で,グ ローバ リゼイシ ョンの課題で 「工業技術 の小型化

と標準化が世界の中に製 品のある程度の均質 を もたら してい る」 とし,世 界市

場 でのマ スプロ製品の混乱過剰生産 を懸念 してい る。 デンマ ークのデザイナー,

ヤ ン ・バ ーンセ ンは ミサ ブカルチ ャー(異 種文化)の 世界 に適 したデザイン。。

イン ドのバ ーベ ンアハマ ド女 史は ミデザイ ン ・エ トス(デ ザ インの人間社会の

気風 習慣 を形成す る原点 となる精神)の アイデイ ンテ イ(主 体制)、 と多種
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民族国家でのデザ イ ンを考 えている。 それに又 日本人のデザ イナーはグローバ

ルに地球全体 と人類 について考える思考が足 りないように思 われるが どうであ

ろうか。あれ丈海外旅行が盛ん に行われているのにである。それにつ いて1987

年 の 自3回 国際デザ インコンペテ イシ ョン ミ瓜 に対 してIITグ ル ープは 厂海

上交差道路」 を出品 し,日 本か らは 「灯篭流 し」 をデザ インした。われわれは

ここに ミ水。 に対 する人類的 な考察の基盤 が 日本 人デザ イナーの場合如何 に狭

いかが問われ る結果 になった。第4回 はテーマは ミ火。であ る。如何 なる考 え

方 の差異が現われ るだろうか。

この30年 聞 にデザイ ンの世界 にも大 きな変化 が起 ってい るの を感ず る。私達

学会 人と して も,こ れ らの問題 を解 くべ く対処 して行かね ばならない と思 う。
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